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現在、横浜市会では３月末までの会期で平成 26 年第 1 回定例会が開催されています。この中では

横浜市の平成 2６年度の予算案が審議されており、各局ごとに詳細な議論が繰り広げられています。 

新たな中期４か年計画の初年度となる平成２６年度予算は、この中期計画の基本方針を踏まえたう

えで、4 月の消費税率引上げに伴う市内経済の落ち込みに対応するため、２５年度２月の補正予算と

一体で編成し、施設等整備費を中心に１兆４１８２億円規模と４年連続のプラス予算としています。 

は、これまでも市民の皆様の生活の安全・安心を支え、横浜経済の活性化を実現させ

ることに重点を置いて要望活動をしてまいりました。今後も市民の皆様のご意見を伺い、効率的な予

算の執行と魅力あふれる横浜に向けた施策の展開に全力で取り組んでまいります。 

『誰もが安心と希望を実感でき、人も企業も輝く横浜』の実現を目指す「8 つの重点テーマ」と「36

の基本政策」示されました。今後のまちづくりの基本方針ともいえる重点テーマをご紹介します。 

①未来を担う人材づくり（女性や子ども、若者の力が存分に発揮できる社会） 

②370 万人の健康づくり（健康寿命日本一） 

③横浜経済の成長・発展（豊かさを生み出す活力あふれる横浜経済） 

④未来への環境と都市農業の推進（エネルギーが循環する低炭素なまちづくりと都市農業の推進） 

⑤都心臨海部の再生・昨日強化（世界中の人々を惹きつける都心臨海部） 

⑥郊外部の再生・活性化（住みたい、住み続けたいと思えるまちづくり） 

⑦持続可能な都市インフラの構築（未来を支える骨格を備えた都市） 

⑧災害に強い安全・安心なまちづくり（強靭な防災・減災機能を備えた都市） 

 
 

 
 
 
 
 

福祉・保健・医療に 

4,260億円 

子育て・教育に 

3,280億円 

市民活動や 

区行政の運営に 

472億円 

安全な街に 

414億円 

地球温暖化対策や

水・緑の保全に 

1,093億円 

ごみの処理や減量・

リサイクルに 

485億円 

道路・住宅・計画的

な街づくりに 

1,506億円 

横浜の魅力づくり 

や経済の発展に 

1,128億円 

行政の運営に 

1,323億円 

地下鉄・バス・水道

事業に 

221億円 

市税 

7,183億円 

地方交付税 

230億円 地方譲与税 

84億円 

県税交付金 

582億円 

国・県支出金 

2,840億円 

市債 

1,400億円 

地方特例交付金 

27億円 

その他収入 

1,836億円 

市税収入は 179 億円増、横浜

みどり税 21 億円を見込む。 

減災目標達成にむけた施設整備費は
大幅に増加(対前年比 15.2％増) 
福祉・子育て・保健などの経費も増 

■まちの不燃化推進（4 億 1700 万円）■災害時の輸送を支える道路ネットワーク構築（253 億 7900 万円） 

■保育所整備（48 億 8500 万円）■放課後児童育成促進（49 億 1300 万円）■学校司書の配置（2 億 9900 万円） 

■市立学校の耐震対策（28 億 6700 万円）■先進的な港湾施設整備（163 億 7000 万円） 

■子供や高齢者のための予防接種（92 億 2300 万円）■横浜マラソン 2015 開催（1 億円） 

 

総額 

1 兆 4,182 億円 
総額 

1 兆 4,182 億円 
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二俣川駅南口の市街地再開発推進（既存建物の解体）と二俣川地域ケアプラザ（仮称）の床取得 

鴨居上飯田線（本宿二俣川地区）、白根通り（上白根地区など５地区）の整備 

市営ひかりが丘住宅地区の相談・生活支援モデル事業、ｴﾚﾍﾞｰﾀ設置事業（１２棟） 

ズーラシア、アフリカサバンナゾーン全面開園準備（平成 2７年春） 

神奈川東部方面線の整備（西谷～羽沢～日吉の用地取得、トンネル工事） 

地域交通サポート事業（四季めぐり）の本格運行の継続と利用促進支援 

帷子川の護岸改修（川井宿町）、南本宿橋の老朽化対策など 

市立学校の特別教室への空調設備の設置（善部小・上川井小・東希望ヶ丘小） 

 
 
 
 
１．川井浄水場「セラロッカ」の特徴 
 ・道志川を水源とするためその高低差を利用し 
  て自然エネルギーを最大限活用し省エネ化！ 
 ・より安全で先進的な「膜ろ過方式」を採用！ 
 ・日本で初めて浄水場の整備と運営・管理を 
  PFI 方式で実施！ 
２．給水区域の拡大（旭区は右図水色の部分へ） 
 ・浄水処理能力の向上により給水範囲が現在の 
  約１９万戸から約３１万戸へ拡大！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ノロウィルスによる食中毒が増加しています。十分な予防対策を！ 

  

 

 
 

旭区の主な水源 

道志川系統 

馬入川系統 

企業団 

酒匂川系統 

出典 国土地理院 

企業団 

酒匂川系統 

鶴ケ峰駅 

二俣川駅 

希望ケ丘駅 

保土ケ谷 
バイパス 

丸子・茅ヶ崎線 

国道 16号線 

南万騎が原駅 

川井浄水場 

 日本最大規模の膜ろ過方式浄水場 
「川井浄水場セラロッカ」が完成！！ 

【趣 味】 
釣り、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 
読書、模型製作… 
【資 格】 
１級土木施工管理技士 
コンクリート技士 

13 年間の民間企業勤務を経て、横浜市政を志す。 
２００６年初当選（現在３期目） 
【2013年度】 
常任委員会：経済・港湾委員会(副委長) 
特別委員会：新市庁舎に関する調査 

特別委員会 
民主党政令指定都市政策協議会幹事長 


